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大阪・関西万博での2地点間運航と
将来的な旅客輸送サービスの実現に向けた取り組み
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日本航空株式会社
住友商事株式会社

⾶⾏実証等ビジネス化に資する取組み



＜私たちが目指す姿＞
⚫ 日本航空・住友商事で連携の上、2025年大阪・関西万博を契機として、旅客輸送サービスのビジネス化を実現。
⚫ 万博以降は、大阪版ロードマップの展開ステップに沿って段階的にサービスを拡大。

「目指す姿」と「実現に向けた取り組み」

運航ルート 夢洲周辺 関西圏空港⇔中心部 大阪・兵庫⇔周辺都市

（大阪版ロードマップ抜粋）

遊覧飛行を含む
観光向けサービス

空港シャトル
サービス

ビジネス移動向けサービス
域内交通

旅客輸送
サービス

（運航ルートの例）
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バーチャルフライト体験の提供
社会受容性・運用性

万博での運航に向けた事業準備

商用運航拡大

2021年度

2022年度

2023年度

2024年度
万博以降

大阪版 空飛ぶクルマ運航シミュレーション/出前授業・モデル機体展示 試乗会
運航課題の特定と解決に向けた共有/社会受容性

試験飛行のリアルタイム監視、及び出前授業 見学会開催
安全性・社会受容性 向上

＜ビジネス化の実現に向けた取り組み＞
大阪府・兵庫県・大阪市様の補助金の活用により、ビジネス化に向けた取り組みを実施

「目指す姿」と「実現に向けた取り組み」
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１．旅客輸送サービス実現に向けた課題
課題認識、及び本事業の目的

＜運航事業者として＞
⚫ 初期段階の運航体制・事業基盤を確立することにより、大阪・関西万博での2地点間運航を実現（課題①）
⚫ 万博以降の旅客輸送サービス拡大に向けて、運航体制拡充のためのプロセスの整理、ノウハウの蓄積（課題②）

＜空飛ぶクルマ業界の発展に向けて＞
⚫ 旅客輸送サービスを身近に感じてもらえる施策の実施による、社会受容性の更なる向上（課題③）

社会・顧客

運航初期 段階
(大阪・関西万博時)

運航規模 拡大
（万博以降）

機体開発 運航事業者

新たな乗り物として、
空飛ぶクルマを体験

従来の航空機と同様、
身近な乗り物として利用

万博に向けた機体開発・
型式認証の取得

⇒初期機材の引き渡し

量産化に向けた
製造効率化

実運航時の施設

初期段階の運航体制の確立

運航規模拡大に向けた
効率的な事業運営・体制拡充

２．本事業の目的

課題①

課題②課題③
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⚫ 空飛ぶクルマ事業の立ち上げに向けては、サービス提供の根幹となる機体開発が順調に進んでいくことが大前提
⚫ 機体開発の進捗を見極めながら、状況に応じた準備作業を進めることが肝要



①パイロット・整備士訓練の実施、及び訓練ノウハウの蓄積

②機体輸送の実施、及び輸送ノウハウの蓄積

③運航に関わるその他の諸準備

事業内容のご説明

万博での運航に必要なパイロット・整備
士の資格取得
（約3ヶ月間）

訓練過程を通じた人材育成ノウハウの
蓄積、体系化

人材育成体制・
プロセスの確立

効率的なパイロット・整備士の
育成による

万博後の人員規模拡大

機材の機体輸送
●空輸調整
●バッテリー輸送
●機体解体・組み立て
●機体登録

機体輸送実績で得られた
輸送ノウハウの蓄積、プロセス標準化 輸送体制の確立 効率的な機材輸送による

万博後の機材数の増加

その他の体制構築
●運航管理事務所の立ち上げ
●運航管理システムの設置
●無線機器の設置 など

万博運航に向けた慣熟
（運航精度の向上）

運航規模拡大に向け
た体制拡充

万博後の空域管理や次世代
機での運航可能性も見据えた

体制構築

4

１：空飛ぶクルマ運航の事業準備にかかる取り組み
以下の取組みにより運航体制・事業基盤の確立を図る。

２：社会受容性向上施策
事業内容１で得られた成果を活用して、以下の取組みにより社会受容性の更なる向上を目指す。
パイロット・整備士による、実機を活用した空飛ぶクルマ教室の開催

パイロット・整備士の訓練・慣熟
（事業内容１①）

実機を活用した空飛ぶクルマ教室の開催
＜実施内容(案）＞

●パイロット・整備士の業務紹介
①空飛ぶクルマの操縦方法
②空飛ぶクルマの仕組み解説

●地上での搭乗体験
●試験飛行見学

機材の機体輸送
（事業内容１②）

内の作業は本年度の取組み事項であり、
大阪ラウンドテーブルでの結果報告も含む

以降は来年度以降に目指していく姿であり、
この進捗は大阪ラウンドテーブルでの報告を想定


